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○スノーボードの練習のつもりが・・・
小学２年生の時に両親にスノーボードに連れて行って
もらうことになり、その練習のためにスケボーを始めま
した。気が付けば、スノーボードもそっちのけで、スケ
ボーにのめり込んでいました。
当時は市内に練習施設がなかったので、週末には両親
に名古屋の専用施設に連れて行ってもらっていました。
練習を重ねて上達していくうちに、そこのオーナーに評
価してもらえるようになり、やがて「プロになれるよ」
と言ってもらえた時には、「絶対にプロになってやる」と
いう気持ちになりました。
そして、実際にその目標に
挑戦してプロ資格という結果
を得ることができた時は、本
当にうれしかったです。

○弟と刺激し合いながら
３つ年下の弟、音憧とは、いつも一緒に練習していま

と わ

す。僕がスケボーを始めると、弟も見よう見まねで板に
乗り、あっという間に上達してきました。今は弟もプロ
を目指していて、間違いなくライバルと言えますね。
僕はどちらかと言うと
コツコツと積み重ねてい
くタイプなのですが、弟
は勢いでどんどん攻めて
いきます。お互いに得意
なことを教え合いながら
練習しています。

○夢は世界の舞台
将来は、国内だけでなく、海外で活躍できる選手にな
りたいと思っています。
東京オリンピックの種目に、新たにスケボー（種目名
はローラースポーツ）が加わることが決定しました。プ
ロになったばかりの自分がオリンピックの選手になるの
は、とても難しいこととは分かっていますが、できるこ
とならその舞台に立ってみ
たいですね。そのためには、
これからもっともっと実力
を付ける必要があると思っ
ています。

○周りの支えが力に
学校生活はとても楽しいですよ。好きな教科は社会（歴
史）と英語です。将来、海外の人とスケボーしながら英
語で話せたらいいですね。
学校の先生、友達、
練習場の皆さん、そし
て家族。たくさんの人
が僕を応援してくれて
います。周りの支えが
あるからこそ、辛い時
でも頑張れています。
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小学３年生の頃の来夢君

昨年９月にオープンした市内の練
習施設 ＳＯＵＴＨＴＲＥＥ（楠町）で
右は弟の音憧君

老若男女、各分野で活躍するさまざまな「四日市人」を
取材して、その人の言葉で四日市の魅力などを読者に伝
えるコーナーです。
■ＣＴＹ「ちゃんねるよっかいち」でも紹介します。
放送日時：９月11日〜10月10日

月・水・金・日 ９：30・20：30
火・木・土 12：30・20：30

■ＦＭよっかいちで毎月第２・第４日曜日放送の
「よっかいちわいわい人探訪！」でも紹介します。
放送日時：９月11日・25日 ８：54・14：54

プロのスケートボード選手である、山手中学校
１年生の佐々木来夢君に話を伺いました。来夢君
がプロになったのは、小学６年生の時。これは、県
内で最年少の記録です。

佐々木来夢君
らい む

全日本選手権で演技する来夢君


